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Jodo-shin sect's Jinaimachi, the temple compound towns, constructed mainly during the age of civil war (16th century) 
were self-government-like religious cities with defensive and disaster preventive characteristics. Especially early 
formed Jinaimachi towns were located at the tip of the plateau adjacent to rivers, constructing a moat on the other 
side, which reflects the high priest Rennyo's idea of the town. These towns were basically composed of orthogonal 
city-blocks, regardless of the land with ups and downs, surrounding the main temple of the town treated as a disaster 
prevention center. Those towns' relatively low house density produced a blank area behind houses on each lots, installed 
waterways on parting lines from the facing lots, that seems to be effectively functioned as a fire prevention vacant land. 






　本稿で取り上げた 11の都市は、寺内町に関する代表的な既往文献である『寺内町の研究　第 1〜 3巻』（法


















































1越前 吉崎 福井県あわら市 御坊 1471 西（北面）1471 小立野台地 無 無 無 2m 32m 0.7° 36.5°
2越中 井波 富山県南砺市 瑞泉寺 1390 南東
（北面）
1481 頃 八乙女山麓 有 無 土石流警戒
区域
13m 13m 2.2° 8.7°
3摂津 富田 大阪府高槻市 御坊→教行寺 1475 中央
（東面）
1569 以前 富田台地 無 洪水浸水
想定区域
（0.5m）
無 3m 5m 1.2° 7.6°







1536 以降 富田台地 無 洪水浸水想
定区域（2m）
無 6m 8m 1.1° 10.1°
6加賀 金沢 石川県金沢市 金沢御堂 1546 南 1546 頃 小立野台地 無 無 無 ─ 44m ─ ─




1558 羽曳野丘陵 無 無 無 1m 15m 0.9° 28.2°
8河内 大ケ塚 大阪府南河内郡 善念寺→顕証寺 1568 西（東面）1568 羽曳野丘陵 無 無 無 7m 18m 1.0° 20.9°
9河内 金田 大阪府堺市 道場→光照寺など 鎌倉期 西（南面）1569 以前 三国ヶ丘台地 有 無 無 5m 9m 0.6° 0.9°
10河内 大伴 大阪府富田林市 道場→円照寺 1572 以前北 1572 羽曳野丘陵 有 無 無 3m 14m 0.9° 7.8°




　　　津石山本願寺寺内町の構成」『寺内町の研究　第 2巻』所収、金沢は田中喜男他『伝統都市の空間論・金沢 : 歴史・建築・色彩』。
※3　寺内町推定成立年代は『寺内町の研究』（法蔵館）所収の諸論考、及び『高槻市史』（高槻市役所）の記述をもとに作成。
※4　「先行集落」の有無は『角川日本地名大辞典』（角川書店）の記述をもとに作成。
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地図を見ると（図 1 〜 4）、台地上は起伏がちな地形であるにもかかわらず、台地型寺内町の町割は原則的に














































江戸時代においては、城端を除き、およそ 2,500 戸／㎢、10,000 人／㎢以内に収まっている（各都市の面積は、
検地帳などの古文書の記載では町域が不明瞭ということもあり、明治・大正期の古地図をもとに寺内町の都市域を比定



































1,667 7,245 30.6 510 軒 2,217 人 1787（1）
河内 富田林 2,240 9,473 12.9 289 軒 1,222 人 1644（2）
河内 大ケ塚 2,511 10,044 9.0 226 竈 904 人 1834（3）
河内 金田 ― 7,052 24.9 ― 1,756 人 1875（4）
河内 大伴 1,066 5,966 3.0 32 軒 179 人 1746 頃（5）
越中 城端 3,134 17,560 21.6 677 世帯 3,793 人 1693（6）
表 2　台地型寺内町の戸数密度・人口密度
町名 資料作成年 田 畠（畑） 屋敷 資料
富田林 慶長 13（1608） 0　坪 3,708 坪 16,226 坪 ※1
富田 天明 7（1787） 431,009 坪 19,199 坪 57,285 坪 ※2


















町口（間） 1-1.9 2-2.9 3-3.9 4-4.9 5-5.9 6-6.9 7-7.9 8-8.9 9-9.9 10-10.9 11〜 合計
居屋敷の数 3 73 111 158 78 26 8 2 2 1 1 463

















は 419 世帯中 49 世帯（約 12％）で、そのうち農業を専業とするものは 18 世帯（約 4％）のみである。試み
にこの数字を富田林と比較すると、寛永 21（1644）年「河州石川郡之内冨田林家数人数万改帳」（『富田林市
史　第 4巻』所収）によれば、村内の全 285 戸の戸主のうち、商人 79、職人 33、肩書き記載なし 173 であり、
脇田修氏の研究によれば、肩書き記載なしは基本的に「農業経営者」であったと考えられている（脇田修「在
郷町の形成と発展（上）─河内国石川郡富田林を中心に─」『ヒストリア』1957 年 12 月号、pp.37-47）。また、城端
の上記資料には「居屋敷」の「町口」（一筆の間口）が記載されているが、それを見ると標準的な「居屋敷」
の間口幅は 3.0 〜 4.9 間（58.1％）と考えられる（表 4）。それに対して、文禄５（1596）年の富田林におけ
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　真宗寺院の本堂は正面を東に向けるのが基本であるが、寺内町の中核寺院も原則的には東面し、本堂正面
が町並みに向くように町域の西寄りに配されるものが多い。また、中核寺院は町域内の高度が高いところに
置かれることが多いが、これは防災防衛拠点としての役割上合理的で、また、土地の高低差を利用した都市
空間の階
ヒエラルキー
層の表現であったとも解釈できる。本願寺教団はこうした点を考慮しつつ、一般に起伏がちな台地
の地形を巧みに読み込みながら都市建設を行っていたといえる。
　各都市の町割については、近世絵図を見ると原則的に直交街区で構成されている。なかでも中核寺院をコ
（ロ）字型の街区で取り囲むものが目立ち、そこには防災防衛的な都市計画の意図がよく示されている。また、
主要道路に防火用水路を設けているものも散見される。なお、多くの都市では先行する古代条里地割と無関
係に都市建設がされており、そこに自立的都市を目指した本願寺教団の都市理念の反映を見ることができ
る。防災の観点から注目されるのは、台地型寺内町が総じて「農村的」な低密都市であったと考えられるこ
とである（農業従事者も少なくなかった）。すなわち、各敷地の間口は広く取られ、各町家の平面は横長となり、
その一方で整然とした直交街区の町割を基本としているので、敷地の奥には広い空地（畑）ができる。これ
により各街区に防火空地帯が形成され、火災の際には延焼を抑制する防災効果を生んでいたと考えられる。
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